
Summer school in Austria



Trip schedule

6.sep 8~12.sep 14~17.sep 18~19.sep

ウィーン到着

ザルツブルクへ
移動

建築視察

ラムザウ到着

ワークショップ
参加

Field Trip
木造建築視察
ダッハシュタイ
ン氷河

ザルツブルクへ移動

建築視察

ウィーンへ移動

建築視察

日本へ帰国



8th ~12th in Ramsau am Dachstein

Ramsau am Dachstein Workshop開催地について

ラムザウの街並みは木造建築が主流を占めています。これは、オースト
リアが誇る豊かな森林資源を巧みに活用した伝統的な建築様式が、何世
代にもわたって大切に受け継がれてきたことが大きな要因の一つです。
地域の気候や環境に適応しながら発展してきたこれらの木造建築物は、
周囲の山々や森林といった自然環境と見事に調和し、季節の移ろいとと
もに変化する壮大で美しい景観を生み出しています。この建築様式は、
単なる住居や施設としての機能を超えて、地域の文化的アイデンティ
ティを象徴する重要な要素となっています。

豊かな木材資源にあふれた街並み

Workshop開催場所マップ



8th ~12th in Ramsau am Dachstein

Ramsau am Dachstein Workshop開催地について

伝統的な祭り 料理 アクティビティ

ラムザウ・アム・ダッハシュタインは、オリンピックチャンピ
オンや世界クラスの選手たちが心身の疲れを癒し、充実した休
養を取りながら、最高のコンディションを取り戻せる理想的な
環境を提供しています。豊かな自然に囲まれ、清々しい山岳の
空気に包まれたオーストリアを代表するハイキングの村として、
クロスカントリースキーやヴィアフェラータツアーの名所とし
て広く知られており、初心者から上級者まで、それぞれの技術
レベルに合わせた様々な難易度のコースやアクティビティを存
分に楽しむことができます。とりわけ秋季には、澄み切った空
気と快適な気候を求めて、ノルディックスポーツチームの重要
なトレーニング拠点として多くのアスリートが集まり、活気に
満ちた雰囲気を醸し出しています。



8th ~12th in Ramsau am Dachstein

Ramsau am Dachstein

Workshop内容

市民の方々、地域の建築家の方々と密接な協力関係を築きながら、冬
季スポーツワールドカップ誘致に向けた包括的な計画立案を進めまし
た。具体的には、各競技会場の施設デザインの詳細な検討から、都市
全体の調和のとれた発展を見据えたマスタープランの策定まで、地域
の特性と未来のビジョンを反映させた取り組みを実施しました。この
過程では、地域コミュニティの声に耳を傾け、環境への配慮と持続可
能性を重視しながら、実現可能性の高い計画づくりに注力しました。

宿泊先のロッジ

宿泊先は日本人の方が運営しているウィンタースポーツアスリート専用のロッジでした。木
造の建築で断熱性能も高く、とても快適でした。
途中冷蔵庫が壊れてしまい使えなくなりましたが、運営している日本人の方が代わりにと日
本食の手作りご飯をふるまってくれました。
最終日は雪が積もりみんなで雪の積もった丘で滑り台をしました。



8th ~12th in Ramsau am Dachstein

Master Plan

Site Plan

多くの国の大学が参加

ワークショップの敷地は三つのテーマ（建築物）に分かれ参加した大学は４，
５人チームで各テーマに臨んでいました。以下が内訳です

イタリアのパレルモ大学 スキージャンプ５人

Vienna工科大学 トランスポーテーションハブ2人
スキージャンプ3人

釜山大学 トランスポーテーションハブ３人
ノルディック3人

同斉大学 ノルディック3人

九州大学 トランスポーテーションハブ2人
スキージャンプ3人

私たちは三人でスキージャ
ンプ台の周辺施設を設計す
ることになりました。
スキージャンプ台の本体で
はなく、観客席の配置や、
選手たちが休む場所などよ
り建築的な内容を考える課
題でした。



8th ~12th in Ramsau am Dachstein

8th 9th 10th 11th 12th

午前
OPENING
CEREMONY

午後
ワークショップ
対象地見学
地元の木造建築
見学

終日

プレゼン製作

終日

ダッハシュ
タイン氷河
の見学

午前中

プレゼン製作

午後

最終プレゼン

FAREWELL
パーティー

終日

プレゼン製作



8th Work shop 1stDay

Workshop内容の説明

まず初めに、Ramsau am Dachstein市長から地域の特色や将来のビ
ジョンについての熱意あふれる歓迎の挨拶があり、続いてVienna工科
大学のJADRIC教授からワークショップの具体的な目標と進め方につい
て詳細な説明がありました。その後、参加者全員での活発な質疑応答
セッションが行われ、各国から集まった大学生たちとの間で、建築や
デザインに関する意見交換や文化的な交流が自然な形で展開されまし
た。この国際的な環境での対話を通じて、参加者それぞれが新しい視
点や発想を得る貴重な機会となりました。

詳細な説明を受けた後、私たちはワールドカップの開催予定地となる
広大な敷地全体の視察を開始しました。現地では、大会運営に関する
具体的な計画や施設配置について、担当者から丁寧な説明を受けなが
ら見学を進めました。
敷地は予想以上に広大で壮観な景色が広がっており、荘厳な高山に四
方を囲まれた理想的なウィンタースポーツ練習施設でした。澄んだ空
気と雄大な自然環境は、アスリートたちのトレーニングに最適な環境
を提供していました。
各競技チームに割り当てられた敷地エリアを中心に、施設の配置や地
形の特徴、周辺環境との調和など、様々な観点からリサーチを行いな
がら、綿密な現地調査を実施していました。



9th Work shop 2ndDay

敷地の見学

地元の建築家HENRYさんとともに建築するスキージャ
ンプ台とその関連施設についてのイメージを共有しま
した。
スキージャン台は設計せず、今回の課題としては、ス
キージャンパーが滞在するスタートハウスとオーディ
エンス施設の設計のみだということを伝えていただき
ました。この時までは計画の概要を具体的に聞いてい
なかったので、いろいろ驚かされました。

特に提案する部分の大方の
計画は済んでいたのですが、
そんなものは必要ないとい
われてしまったため、計画
はほぼ一からになりました。



9th Work shop 2ndDay

ワークショップの2日目は午前
中に作業を行い、午後から地
域の木造の幼稚園、小学校を
見学しました。

幼稚園の見学では実際に設計を
行った建築家の方に案内説明を
してもらいました。
小学校は竣工したばかりでまだ
学生の生活感ない小学校を見ら
れたのは新鮮でした。

見学を行ったのは木造の幼稚園
と小学校。どちらも地元の木材
をふんだんに使った木の香りの
する建築でした。



11th Work shop 4thDay

氷河の見学

ワークショップ4日目は終日ワーク
ショップ開催地の眼前に広がるダッ
ハシュタイン氷河を見学しました。
この氷河はアルプス山脈の中央に位
置し標高は山頂で2995mもあるそう
です。バスで山の中腹まで向かい氷
河手前（山頂）まではロープウェイ
に乗りました。

氷河は観光地化されており、氷河を
削り出し内部空間を作った空間やや
山からせり出した写真撮影スポット
など息をのむような絶景を他のお占
める場所が数多くありました。

その後氷河から歩いて山を下り、山
小屋のレストランで食事をしました。
食事では地元の伝統料理のニョッキ
のようなものやレモン風味のビール
などを楽しみました。



12th Work shop Final Day

最終プレゼンテーション

ワークショップ最終日、各チーム準備した
発表資料を基に建築の提案を行った。
発表に必要な資料は7分間のアニメーション
と全体像が分かる図面などかなり負担の大
きなものであったがどの大学も少ない準備
時間の中にも関わらず内容の濃い提案を
行っていました。

プレゼンの後は各国大学の学生と一緒にお
昼ご飯を楽しみました。
その際にも各々の発表について交流を行い、
異なった価値観と触れることができました。



12th Work shop Final Day

最終プレゼンテーション

九大チームの作品
スキージャンプ台関連施設の
設計



ワークショップ最終日

今回のワークショップが終わったのち、各大
学の学生や教員がロッジに集まり、お疲れ様
会が行われました。

オーストリア名物のシュニッツェルや樽ビー
ルなどがふるまわれ、夜遅くまで学生たちと
の交流を楽しむことができました。

12th Work shop Final Day

今回のワークショップではいろいろな国の大学生
の方々と交流をすることができました。また国に
よって設計の際に大切にしていること、設計の際
に足掛かりとしていることが異なるということが
わかり、それぞれの違いや良さを深く共有するこ
とができる密度の濃い時間でした。

ワークショップを終えて



　Fin
　
執筆：先本　凌 
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